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先月の「くろしお」でお知らせしていた川村先生の研修についてのまとめです。先生にはお忙しいところ、大変

お世話をおかけしました。ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

研究所だより １２月号 

くろしお 
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教科教科教科教科ミドルリーダーミドルリーダーミドルリーダーミドルリーダー育成事業育成事業育成事業育成事業でででで学学学学んだことんだことんだことんだこと    
～算数科における授業改善～ 

黒潮町立佐賀小学校  川村 直美 

 

「算数的活動を通して表現する能力を育成する」という部会テーマで研修した一年でし

た。研究授業、先進校視察、授業参観、研究討議から、自分の授業を振り返り、以下の

改善点が明確になりました。 

 

１． 導入の工夫・・・児童が「やってみたい」と思うような課題提示や場面がイメージできる工      

夫をする。（生活体験や他教科と結びつける、具体物があると効果的） 

             焦点を明確にし、「これがわかった」といえる授業にするために、めあて 

とまとめを大事にする。 

 

２．算数的活動・・・・・操作的な活動だけでなく、表現する活動（絵・図・式・数・記号・言葉等で 

表す）や説明する活動を取り入れることで、理解や思考を深める。板書 

を写したり練習問題を解いたりするだけでなく、考える場としてノートを活 

用していく。 

 

．３．机間指導・・・・・・・個別支援に終始するのではなく、児童の思考を把握し、授業のねらいが

明確になるように、後の授業構成を再度考えていく（どの児童の考えを、

どの順番で取り上げ、すすめていくか）時間としてとらえる。 

 

４．関わりあう授業・・ペア学習や班学習をどこで行うのが効果的か考えて場面を設定する。ま 

た、一人の説明で完結させず途中でストップし、続きやなぜそう考えたの 

か等、他の児童へ広げたりつないだりし、互いの考えを伝え合い、共感 

する点や気づきを大切にして、友だちと学ぶよさを感じる授業づくりをす 

る。 

 

５．生活へ返す・・・・家庭でもう一度やってみたいと思わせるような授業づくりをする。生活に返 

したりつなげたりできる学習を意識する。みつけ学習への声かけや生活 

や他教科と結びつけることで活用力が高まる。 

 
 



言語活動の充実とは・・・？ 今月は、「体育科」について、「教育研究８月号」からまとめてみました。 

 

運動運動運動運動についてについてについてについて思考思考思考思考することがすることがすることがすることが体育科体育科体育科体育科におけるにおけるにおけるにおける言語力言語力言語力言語力をををを育育育育てるてるてるてる        眞榮里耕太先生眞榮里耕太先生眞榮里耕太先生眞榮里耕太先生    
 

１．体育科における言語活動・・・・・・・・・・コミュニケーション能力と論理的思考力を育むことが期待されている 

 

  ①運動について思考する場面 

  ②仲間の運動を観察してアドバイスする場面 

  ③運動についてノートに記述する場面 

  ④ゲームの作戦について考えたり話し合う場面 

 

  ・これらの言語活動の場では、全員が共通の運動に取り組んでいることが望ましい。 

  ・問題意識をもって話し合いをしたり、アドバイスしたりされたりすることによって、意味ある言語活動になる。 

  ・黒板を使用する。また、ノートを使用し、毎時間、運動について記述する。記述の視点は、「感想」「運動の

ポイント」「難しかったこと」「ここを工夫したらできた」など。 

  

２．体育で育む言語力は３つ 

 

  ①運動のポイントを理解する力 

  ②仲間の動きを観察する力 

  ③わかりやすく相手に伝える力 

  

  ・運動のポイントについては、子どもが発見するだけでなく、教師からも情報を与える必要がある。 

  ・運動のポイントを理解することで視点が明確になる。仲間の出来不出来を正確に把握しアドバイスすること

につなげられる。 

  ・相手にわかりやすく伝えるよう指導する必要がある。「自分の中では理解をしていても、相手に伝えられな

ければ本当の理解にはならない」ということを子どもに理解させる。教師が視点を与えることで、徐々に具

体的な言葉で分かりやすく伝えられるようになる。 

 

                おおおお知知知知らせらせらせらせ    
 

★力だめしテスト（小学校のみ） 

        実施：１２月２２日（木）までにお願いします。 

        提出：１２月２８日（水）研究所必着でお願いします。 

 

★平成２３年度海外研修報告会（１１月２８日案内配布済み） 

        日時：平成２４年１月１３日（金）１５：４５～１６：４５ 

        場所：入野小学校 

        内容：二岡裕幸先生による「モンゴル研修」の報告 

        ※ＦＡＸ・メールにて参加の申し込みを受け付けています。（１２月１９日〆切） 

お待ちしています！ 

 

★平成２３年度鳴門教育大学小学校英語教育センターシンポジウム（徳島市） 

   さる１１月１９日（土）、個人的に上の会に参加しました。黒潮町が３年越しでお世話にな

っている兼重昇先生が世話役の会でした。テーマは「小学校外国語活動初年度の課題」

で、韓国の指導主事 金白英先生による「韓国の小学校英語教育の現状と課題」という講

演等があり、大変参考になる内容でした。その日は、兼重先生とお話する機会もあり、「来

年度も黒潮町に伺います！」と力強く約束していただいたことでした。 


